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公布された条例のあらまし 

 

◎ 三重県職員の退職手当の額の特例に関する条例（条例第 46 号） 

1  県立志摩病院への指定管理者制度導入に伴い、指定管理者に雇用されるために退職する職員の退職

手当の額を特例的に措置するため、規定を整備することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 地方独立行政法人三重県立総合医療センターに係る重要な財産を定める条例（条例第 47 号） 

1  地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立に伴い、地方独立行政法人法第 44 条第 1 項に規

定する重要な財産を定めることとしました。 

 2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 地方独立行政法人三重県立総合医療センターへの職員の引継ぎに関する条例（条例第 48 号） 

1  地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立に伴い、地方独立行政法人法第 59 条第 1 項に規

定する職員の引継ぎの対象となる県の内部組織を定めることとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立に伴う関係条例の整備に関する条例（条例第 49

号） 

1  地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立に伴い、関係条例の規定を整備することとしま

した。 

 2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 森林づくりに関する税検討委員会条例（条例第 50 号） 

1  県内における平成 23 年台風第 12 号等による災害の発生を踏まえ、県民の安全で安心な暮らしを確

保する上で、山地災害の防止、水源の涵かん養、地球温暖化の防止等森林の公益的機能の果たしてい

る役割は重要であり、その恩恵は広く社会全体が享受していることに鑑み、災害に強い森林づくり、

森林環境教育の振興、森林づくりへの県民の参画等を推進する必要があることから、森林づくりに関

する税の在り方、使途等について調査審議するため、森林づくりに関する税検討委員会を設置するこ

ととしました。  

2  この条例は、公布の日から施行し、施行の日から起算して１年を経過した日に、その効力を失うこ

ととしました。 

 

◎ 三重県職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例（条例第 51 号） 

1  地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立及び国家公務員等退職手当法施行令の一部改正

に鑑み、規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例（条例第 52 号） 

1  障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において

障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律による障害者自立支援法の一部

改正に伴い、規定を整理することとしました。 

2  この条例は、公布の日（一部平成 24 年 4 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県森林整備地域活動支援事業基金条例の一部を改正する条例（条例第 53 号） 

1  森林法の一部改正に伴い、基金の設置についての規定を整備するとともに、国庫に返納する事由が

生じた場合に基金を処分することができるよう規定を整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日（一部平成 24 年 4 月 1 日）から施行することとしました。 
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◎ 三重県土地開発基金条例の一部を改正する条例（条例第 54 号） 

1  財政上特に必要があるときは、三重県土地開発基金の一部を処分することができるよう規定を整備

することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県県税条例及び三重県産業廃棄物税条例の一部を改正する条例（条例第 55 号） 

1  経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための地方税法及び地方法人特別税等に関する

暫定措置法の一部を改正する法律による地方税法の一部改正、東日本大震災からの復興に関し地方公

共団体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律の制

定及び地方税法の一部を改正する法律による地方税法の一部改正に鑑み、個人の県民税、不動産取得

税、県たばこ税、産業廃棄物税等についての規定を整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日（一部平成 25 年 1 月 1 日、平成 25 年 4 月 1 日）から施行することとしまし

た。 

 

◎ 三重県介護保険財政安定化基金条例の一部を改正する条例（条例第 56 号） 

1  介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律による介護保険法の一部改正

に伴い、三重県介護保険財政安定化基金を処分することができるよう規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県医師修学資金返還免除に関する条例の一部を改正する条例（条例第 57 号） 

1  県内の救急医療機関等で勤務する医師を確保するため、医師修学資金の返還免除についての規定を

整備することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部を改正する条例（条例第 58 号） 

1  民法等の一部を改正する法律による民法の一部改正に伴い、浄化槽保守点検業者の登録の拒否に関

する規定を整理することとしました。 

2  この条例は、規則で定める日から施行することとしました。 

 

◎ 公立学校職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例（条例第 59 号） 

1  地方独立行政法人三重県立総合医療センターの設立及び国家公務員等退職手当法施行令の一部改正

に鑑み、規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 

 

◎ 三重県立特別支援学校条例の一部を改正する条例（条例第 60 号） 

1  県立特別支援学校に在籍している児童及び生徒の増加に伴い、県立特別支援学校の規模及び配置の

適正化を図るため、新たに特別支援学校を設置することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 61 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 23 年 11 月 1 日付けの給与改定に関する勧告に鑑み、住居

手当の規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県病院事業庁助産師及び看護師修学資金返還免除に関する条例の一部を改正する条例（条例第 62

号） 

1  県立病院の地方独立行政法人化及び指定管理者制度の導入等に鑑み、助産師及び看護師修学資金の

返還免除に関する規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日（一部公布の日）から施行することとしました。 
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◎ 病院事業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（条例第 63 号） 

1  人事委員会の議会及び知事に対する平成 23 年 11 月 1 日付けの給与改定に関する勧告に鑑み、住居

手当の規定を整備することとしました。 

2  この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行することとしました。 
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三 重 県 職 員 の 退 職 手 当 の 額 の 特 例 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 六 号 

   三 重 県 職 員 の 退 職 手 当 の 額 の 特 例 に 関 す る 条 例 

 

（ 特 別 の 勧 奨 を 受 け て 退 職 し た 場 合 の 退 職 手 当 の 基 本 額 ） 

第 一 条 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 。 以 下 「 退 職

手 当 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 の う ち 、 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で に

そ の 者 の 非 違 に よ る こ と な く 特 別 の 勧 奨 を 受 け て 同 日 に 退 職 し た 者 で あ っ て 知 事 の 承

認 を 得 た も の に 対 す る 退 職 手 当 条 例 第 二 条 の 四 に 規 定 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 は 、 退 職 手

当 条 例 第 三 条 か ら 第 五 条 の 三 ま で 及 び 第 六 条 か ら 第 六 条 の 三 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、

退 職 日 給 料 月 額 （ 退 職 手 当 条 例 第 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 退 職 日 給 料 月 額 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 及 び 次 条 に 規 定 す る 額 （ 同 条 に お い て 「 加 算 額 」 と い う 。 ） の 合 計 額 に 、 そ の 者

の 勤 続 期 間 を 次 の 各 号 に 区 分 し て 当 該 各 号 に 掲 げ る 割 合 （ 三 十 五 年 を 超 え る 期 間 勤 続 し

て 退 職 し た 者 に あ っ て は 、 そ の 者 の 勤 続 期 間 を 三 十 五 年 と し て 得 ら れ る 割 合 と す る 。 ）

を 乗 じ て 得 た 額 の 合 計 額 （ 二 十 年 以 上 の 期 間 勤 続 し て 退 職 す る 職 員 に あ っ て は 、 当 該 額

に 退 職 手 当 条 例 附 則 第 二 十 三 項 の 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 ） と す る 。 

一 一 年 以 上 十 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 五 十 

二 十 一 年 以 上 二 十 五 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 六 十 五 

三 二 十 六 年 以 上 三 十 四 年 以 下 の 期 間 に つ い て は 、 一 年 に つ き 百 分 の 百 八 十 

四 三 十 五 年 に つ い て は 、 百 分 の 百 五 

（ 加 算 額 ） 

第 二 条 加 算 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。 

一 退 職 の 日 に お い て 、 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 三 重 県 条 例 第 十 九 号 ）

第 三 条 の 規 定 に よ る そ の 者 の 定 年 と 退 職 の 日 の 属 す る 年 度 の 末 日 に お け る そ の 者 の

年 齢 と の 差 に 相 当 す る 年 数 （ 以 下 「 加 算 額 基 礎 年 数 」 と い う 。 ） が 十 年 以 下 で あ る 職

員 退 職 日 給 料 月 額 に 加 算 額 基 礎 年 数 一 年 に つ き 百 分 の 三 を 乗 じ て 得 た 額 

二 加 算 額 基 礎 年 数 が 十 一 年 以 上 の 職 員 退 職 日 給 料 月 額 に 加 算 額 基 礎 年 数 か ら 十 年

を 減 じ た 年 数 一 年 に つ き 百 分 の 四 を 乗 じ て 得 た 額 と 、 退 職 日 給 料 月 額 に 百 分 の 三 十 を

乗 じ て 得 た 額 と の 合 計 額  

（ 給 料 月 額 の 減 額 改 定 以 外 の 理 由 に よ り 給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 の 退 職

手 当 の 基 本 額 に 係 る 特 例 ） 

第 三 条 退 職 し た 者 の 基 礎 在 職 期 間 （ 退 職 手 当 条 例 第 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 基 礎 在 職

期 間 を い う 。 ） 中 に 、 給 料 月 額 の 減 額 改 定 （ 給 料 月 額 の 改 定 を す る 条 例 が 制 定 さ れ た 場

合 に お い て 、 当 該 条 例 に よ る 改 定 に よ り 当 該 改 定 前 に 受 け て い た 給 料 月 額 が 減 額 さ れ る

こ と を い う 。 ） 以 外 の 理 由 に よ り そ の 者 の 給 料 月 額 が 減 額 さ れ た こ と が あ る 場 合 に お い

て 、 当 該 理 由 が 生 じ た 日 （ 以 下 「 減 額 日 」 と い う 。 ） に お け る 当 該 理 由 に よ り 減 額 さ れ

な か っ た も の と し た 場 合 の そ の 者 の 給 料 月 額 の う ち 最 も 多 い も の （ 以 下 「 特 定 減 額 前 給

料 月 額 」 と い う 。 ） が 、 退 職 日 給 料 月 額 よ り も 多 い と き は 、 そ の 者 に 対 す る 退 職 手 当 の
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基 本 額 は 、 第 一 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 額 の 合 計 額 と す る 。 
一 そ の 者 が 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 係 る 減 額 日 の う ち 最 も 遅 い 日 の 前 日 に 現 に 退 職 し

た 理 由 と 同 一 の 理 由 に よ り 退 職 し た も の と し 、 か つ 、 そ の 者 の 同 日 ま で の 勤 続 期 間 及

び 特 定 減 額 前 給 料 月 額 を 基 礎 と し て 、 第 一 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 場 合 の 退 職 手 当 の

基 本 額 に 相 当 す る 額 

二 退 職 日 給 料 月 額 に 、 イ に 掲 げ る 割 合 か ら ロ に 掲 げ る 割 合 を 控 除 し た 割 合 を 乗 じ て 得

た 額 

イ そ の 者 に 対 す る 退 職 手 当 の 基 本 額 が 第 一 条 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 で あ る も の と

し た 場 合 に お け る 当 該 退 職 手 当 の 基 本 額 の 退 職 日 給 料 月 額 に 対 す る 割 合 

ロ 前 号 に 掲 げ る 額 の 特 定 減 額 前 給 料 月 額 に 対 す る 割 合 

附 則 

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三

年 法 律 第 百 十 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り 育 児 休 業 を し て い る 者 又 は 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 第 十 五 条 の 規 定 に よ る 産 前 産 後 の 休 暇 を

取 得 し て い る 者 に つ い て の 第 一 条 の 適 用 に 当 た っ て は 、 同 条 中 「 同 日 」 と あ る の は 「 地

方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 育 児

休 業 （ 以 下 単 に 「 休 業 」 と い う 。 ） が 終 了 し 職 務 に 復 帰 し た 又 は 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） 第 十 五 条 の 規 定 に よ る 産 前 産 後 の 休 暇 （ 以

下 単 に 「 休 暇 」 と い う 。 ） が 終 了 し 再 び 勤 務 す る に 至 っ た 日 （ こ れ ら の 休 業 又 は 休 暇 を

引 き 続 い て 取 得 し た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 引 き 続 い た 休 業 若 し く は 休 暇 が 終 了 し た 日 の

う ち 最 も 遅 い も の の 翌 日 ） 」 と す る 。 
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 地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー に 係 る 重 要 な 財 産 を 定 め る

条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 
                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 七 号 

地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー に 係 る 重 要 な 財 産 を 定 め る 条 例 

地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー に 係 る 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法

律 第 百 十 八 号 ） 第 四 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 重 要 な 財 産 は 、 予 定 価 格 （ 適 正

な 対 価 を 得 て す る 売 払 い 以 外 の 方 法 に よ り 譲 渡 し 、 又 は 担 保 に 供 す る 場 合 に あ っ て は 、 適

正 な 見 積 価 額 ） が 七 千 万 円 以 上 の 不 動 産 （ 土 地 に つ い て は 、 一 件 二 万 平 方 メ ー ト ル 以 上 の

も の に 限 る 。 ） 若 し く は 動 産 又 は 不 動 産 の 信 託 の 受 益 権 と す る 。 
   附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー へ の 職 員 の 引 継 ぎ に 関 す る

条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 
                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 八 号 

地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー へ の 職 員 の 引 継 ぎ に 関 す る 条 例 

地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー に 係 る 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法

律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 県 の 内 部 組 織 は 、 地 方 独 立 行 政

法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年

三 重 県 条 例 第 四 十 九 号 ） 第 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年

三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） 別 表 第 一 に 掲 げ る 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー と す る 。 
   附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整

備 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 四 十 九 号 

地 方 独 立 行 政 法 人 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー の 設 立 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る

条 例 

 

（ 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第 六 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 一 条 中 「 第 三 十 五 条 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ）

第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え る 。 
 第 二 条 第 一 項 中 「 職 員 （ 」 の 下 に 「 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条 第 二 項 に

規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ）

の 職 員 を 含 み 、 」 を 、 「 除 く 」 の 下 に 「 。 次 項 に お い て 同 じ 」 を 加 え 、 「 ま た は 」 を 「 （ 特

定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 を 含 む 。 ） 又 は 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 外 」 を 「 ほ か 」

に 改 め 、 「 人 事 委 員 会 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ つ て は 、

当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下

に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に あ つ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」

を 加 え る 。 

（ 職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 六 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 一 条 中 「 第 二 十 九 条 第 二 項 及 び 第 四 項 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法

人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る

場 合 を 含 む 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 、 「 規 定 す る 職 員 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 設 立 し

た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 第 六 条 に お い て

「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 」 を 加 え る 。 

 第 六 条 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ

つ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」 を 加 え る 。 
 （ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

第 十 三 条 第 四 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員

等 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特

定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の

職 員 及 び 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え

る 。  
  第 十 三 条 の 二 第 三 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職
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員 等 」 を 加 え る 。 
  第 十 九 条 の 二 第 二 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職

員 等 」 を 加 え る 。 
 （ 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 四 条 公 立 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。 
  第 十 六 条 第 四 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 等

（ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方

独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 及 び 県

が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 役 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 「 （ 昭 和 三 十

年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） 」 を 削 る 。 

第 十 六 条 の 二 第 三 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職

員 等 」 を 加 え る 。 

（ 三 重 県 病 院 事 業 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 五 条 三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。 

   第 十 二 条 第 一 項 中 「 、 駐 車 場 （ 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ ー の 有 料 駐 車 場 に 限 る 。 以 下

同 じ 。 ） を 利 用 し た 者 」 を 削 る 。 

第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 中 「 （ 駐 車 場 の 利 用 の 場 合 に あ つ て は 、 そ の 出 場 の 時 ） 」 を 削

り 、 同 条 第 二 項 中 「 （ 駐 車 場 の 使 用 料 を 除 く 。 ） 」 を 削 る 。 

第 十 四 条 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 を 第 四 号 と し 、 第 六 号 を 第 五

号 と す る 。 

別 表 第 一 中 「 病 床 数 」 を 「 病 床 数 （ 床 ） 」 に 改 め 、 三 重 県 立 総 合 医 療 セ ン タ

ー （ 四 日 市 市 ） の 項 を 削 る 。 

別 表 第 二 中 第 十 五 号 の 項 を 削 り 、 第 十 六 号 の 項 を 第 十 五 号 の 項 と す る 。 

（ 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 六 条 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第

六 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 五 条 の 二 第 二 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成

十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の

項 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 、 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独

立 行 政 法 人 の 役 員 」 を 加 え る 。  

（ 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 七 条 職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。 
  第 一 条 中 「 第 二 十 八 条 第 三 項 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成

十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 」 を 、 「 規 定 す る 職 員 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条

第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の

職 員 」 を 加 え る 。 
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  第 二 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 任 命 権 者 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長

を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 定 め る も の 」 の 下 に 「 （ 特

定 地 方 独 立 行 政 法 人 に あ つ て は 、 理 事 長 が 定 め る も の ） 」 を 加 え る 。  
 第 六 条 第 二 項 中 「 条 例 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ つ て

は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」 を 加 え る 。 
  第 七 条 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ

つ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」 を 加 え る 。 

（ 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 八 条 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 三 重 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 
  第 一 条 中 「 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 及 び 」 を 「 第 二 十 八 条 の 二 第 一 項

及 び 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十

三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 十 八 条 の 二 第 三 項 並

び に 」 に 改 め 、 「 規 定 す る 職 員 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二

条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 第 三 条 に お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」

と い う 。 ） の 職 員 」 を 加 え 、 「 以 下 同 じ 」 を 「 次 条 、 第 三 条 及 び 第 五 条 に お い て 同 じ 」

に 改 め る 。 

  第 三 条 中 「 歯 科 医 師 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 で あ る 医 師 及 び 歯 科

医 師 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。 

第 四 条 第 一 項 中 「 達 し た 職 員 」 の 下 に 「 （ 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 第 一 条 及 び 第

二 条 に 規 定 す る 職 員 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

（ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 九 条 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十

三 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 一 条 中 「 第 二 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八

号 ） 第 五 十 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 第 二 条 第 二 項 に お

い て 同 じ 。 ） 」 を 、 「 職 員 」 の 下 に 「 （ 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条 第 二 項

に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 を

含 む 。 次 条 及 び 第 三 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 
 第 二 条 第 一 項 中 「 任 命 権 者 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 を 含 む 。 第 九

条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 五 号 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定

地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ つ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 。 次

項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 地

方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」

を 加 え 、 同 項 第 三 号 中 「 第 二 十 二 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条

第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 第 五 号 中 「 第 二

十 九 条 各 号 」 を 「 第 二 十 九 条 第 一 項 各 号 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規

定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 に 、 「 同 法 第 三 十 五 条 」 を 「 地 方 公 務 員

法 第 三 十 五 条 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） 」 に 改 め る 。 
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  第 三 条 第 三 項 中 「 派 遣 職 員 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 を 除 く 。 第 八 条

に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 
（ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 十 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 
 第 一 条 中 「 第 五 条 第 二 項 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五

年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以

下 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 「 第 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項 」 を 「 第 十 条 第 一 項 （ 地 方 独 立 行 政 法

人 法 第 五 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び

第 二 項 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） 」 に 改 め 、 「 第 十 七 条 」 の 下 に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 五 項 の 規

定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 、 「 第 十 八 条 第 三 項 」 の 下

に 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 」 を 、 「 職 員 」 の 下 に 「 （ 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定

す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 を 含 む 。

次 条 、 第 二 条 の 二 、 第 三 条 、 第 五 条 、 第 六 条 、 第 十 条 、 第 十 一 条 、 第 十 四 条 か ら 第 十 六

条 ま で に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 
 第 二 条 第 三 号 イ (1

)
中 「 任 命 権 者 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 を 含 む 。

第 三 条 、 第 六 条 、 第 十 一 条 及 び 第 十 六 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 号 イ (3
)

中 「 人

事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ っ て は 、 当 該

特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 。 次 条 、 第 三 条 、 第 十 一 条 、 第 十 三 条 及 び 第 三 十 一 条 に お

い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

（ 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 十 一 条 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例

第 五 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 九 条 第 二 項 中 「 地 方 公 共 団 体 の 職 員 」 の 下 に 「 、 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五

年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 、 県 が 設 立 す る 特 定 地 方 独 立 行

政 法 人 の 役 員 」 を 加 え る 。  

（ 職 員 の 再 任 用 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 十 二 条 職 員 の 再 任 用 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 
  第 一 条 中 「 、 同 条 第 二 項 」 を 「 （ 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 百 十 八 号 ）

第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 第 二 十

八 条 の 四 第 二 項 」 に 改 め 、 「 場 合 」 の 下 に 「 並 び に 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 三

項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 」 を 、 「 規 定 す る 職 員 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 設

立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 「 特 定

地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ） の 職 員 」 を 、 「 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 」 の 下 に 「 （ こ れ

ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 五 十 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 」 を 加 え る 。 
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  第 三 条 中 「 任 命 権 者 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 を 含 む 。 ） 」 を 加 え

る 。 

  第 五 条 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ

っ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」 を 加 え る 。 
 （ 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 十 三 条 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 一 条 中 「 第 七 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ こ れ ら の 規 定 を 地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 十 五

年 法 律 第 百 十 八 号 ） 第 五 十 三 条 第 六 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 以

下 同 じ 。 ） 」 を 、 「 規 定 す る 職 員 」 の 下 に 「 並 び に 県 が 設 立 し た 地 方 独 立 行 政 法 人 法 第

二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 （ 以 下 「 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 」 と い う 。 ）

の 職 員 」 を 加 え る 。 
 第 二 条 第 一 項 中 「 任 命 権 者 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 理 事 長 を 含 む 。 次 項

及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 
  第 六 条 第 一 項 中 「 企 業 職 員 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 を 除 く 。 以 下 こ

の 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。 

第 七 条 中 「 人 事 委 員 会 規 則 」 の 下 に 「 （ 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 職 員 に 係 る も の に あ

っ て は 、 当 該 特 定 地 方 独 立 行 政 法 人 の 規 程 ） 」 を 加 え る 。 
  附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外

13



 森 林 づ く り に 関 す る 税 検 討 委 員 会 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 号 

森 林 づ く り に 関 す る 税 検 討 委 員 会 条 例 

 

（ 設 置 ） 

第 一 条 県 内 に お け る 台 風 等 に よ る 災 害 の 発 生 を 踏 ま え 、 県 民 の 安 全 で 安 心 な 暮 ら し を 確

保 す る 上 で 、 山 地 災 害 の 防 止 、 水 源 の 涵
か ん

養 、 地 球 温 暖 化 の 防 止 等 森 林 の 公 益 的 機 能 の 果

た し て い る 役 割 は 重 要 で あ り 、 そ の 恩 恵 は 広 く 社 会 全 体 が 享 受 し て い る こ と に 鑑 み 、 災

害 に 強 い 森 林 づ く り 、 森 林 環 境 教 育 の 振 興 、 森 林 づ く り へ の 県 民 の 参 画 等 を 推 進 す る 必

要 が あ る こ と か ら 、 森 林 づ く り に 関 す る 税 の 在 り 方 、 使 途 等 に つ い て 調 査 審 議 す る た め 、

知 事 の 附 属 機 関 と し て 、 森 林 づ く り に 関 す る 税 検 討 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ）

を 設 置 す る 。 

 （ 所 掌 事 項 ） 

第 二 条 委 員 会 は 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ て 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 調 査 審 議 す る 。 

一 森 林 づ く り に 関 す る 税 の 在 り 方 、 使 途 等 に 関 す る 事 項 

二 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項 

 （ 組 織 ） 

第 三 条 委 員 会 は 、 委 員 十 五 人 以 内 で 組 織 す る 。 

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 男 女 い ず れ か 一 方 の 委 員 の 数 は 、 委 員 の 総 数 の 十 分 の 四 未 満 と

な ら な い も の と す る 。 た だ し 、 知 事 が や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限

り で な い 。 

 （ 委 員 ） 

第 四 条 委 員 は 、 学 識 経 験 を 有 す る 者 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任

命 す る 。 

２ 委 員 の 任 期 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 経 過 し た 日 の 前 日 ま で と す る 。 

 （ 委 員 長 ） 

第 五 条 委 員 会 に 、 委 員 長 を 置 く 。 

２ 委 員 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る 。 

３ 委 員 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 委 員 会 を 代 表 す る 。 

４ 委 員 長 に 事 故 が あ る と き は 、 委 員 長 が あ ら か じ め 指 名 す る 委 員 が そ の 職 務 を 行 う 。 

 （ 会 議 ） 

第 六 条 委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 長 が 招 集 し 、 そ の 議 長 と な る 。 

２ 委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 開 く こ と が で き な い 。 

３ 委 員 会 の 会 議 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議

長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。 

（ 庶 務 ） 

第 七 条 委 員 会 の 庶 務 は 、 環 境 森 林 部 に お い て 処 理 す る 。 

（ 委 任 ） 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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第 八 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 委 員 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 委 員 長 が 委 員

会 に 諮 っ て 定 め る 。 

   附 則 

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

２ こ の 条 例 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 経 過 し た 日 に 、 そ の 効 力 を 失 う 。 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま

す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 一 号 

三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

（ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。 

第 七 条 第 五 項 中 「 （ 職 員 が 引 き 続 い て 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 と な つ た 場 合 に お い て 、

当 該 地 方 公 共 団 体 の 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 に お い て 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 勤 続 期 間 を

当 該 地 方 公 共 団 体 の 公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い る 地 方 公 共 団 体

の 公 務 員 に 限 る 。 ） 」 を 削 る 。 

（ 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 三 重 県 条 例 第

三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

附 則 別 表 中 「 以 後 」 を 「 か ら 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 に 改 め 、 同 表 に 次 の よ

う に 加 え る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

附 則 

  こ の 条 例 中 第 一 条 の 規 定 は 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 施

行 す る 。 

平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 以 後 

平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 五 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 三 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で 
年 四 ・ 一 パ ー セ ン ト 

年 四 ・ 〇 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 六 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 四 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 六 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 二 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 〇 パ ー セ ン ト 

年 一 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 一 ・ 八 パ ー セ ン ト 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 二 号 

議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 

   例 

第 一 条 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 三

重 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 十 条 の 二 第 二 号 中 「 第 五 条 第 十 二 項 」 を 「 第 五 条 第 十 三 項 」 に 、 「 同 条 第 六 項 」 を

「 同 条 第 七 項 」 に 改 め る 。 

第 二 条 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 

  第 十 条 の 二 第 二 号 中 「 第 五 条 第 十 三 項 」 を 「 第 五 条 第 十 二 項 」 に 改 め る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 中 第 一 条 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施

行 す る 。 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ

に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 三 号 

三 重 県 森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業 基 金 条 例 （ 平 成 十 四 年 三 重 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。 

 第 一 条 中 「 森 林 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 四 十 九 号 ） 第 十 一 条 第 四 項 の 規 定 に 基 づ き

認 定 を 受 け た 森 林 施 業 計 画 の 対 象 と な る 森 林 に お い て 、 当 該 」 を 「 国 か ら 交 付 さ れ る 森 林

整 備 地 域 活 動 支 援 交 付 金 に よ り 、 」 に 、 「 支 援 事 業 に 要 す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 」 を 「 支

援 を 行 う 」 に 改 め る 。 

 附 則 を 附 則 第 一 項 と し 、 附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

２ 基 金 は 、 国 庫 に 返 納 す る 事 由 が 生 じ た 場 合 は 、 第 五 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 予 算 の 定

め る と こ ろ に よ り 処 分 す る こ と が で き る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 中 附 則 を 附 則 第 一 項 と し 、 附 則 に 一 項 を 加 え る 改 正 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 第 一

条 の 改 正 規 定 は 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 土 地 開 発 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 四 号 

三 重 県 土 地 開 発 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 土 地 開 発 基 金 条 例 （ 昭 和 四 十 四 年 三 重 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 

正 す る 。 

 第 二 条 た だ し 書 を 削 り 、 同 条 に 次 の 四 項 を 加 え る 。 

２  必 要 が あ る と き は 、 歳 入 歳 出 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 基 金 に 追 加 し て 積 立 て を す る 

 こ と が で き る 。 

３  前 項 の 規 定 に よ る 積 立 て が 行 わ れ た と き の 基 金 の 額 は 、 積 立 額 相 当 額 が 増 加 す る も の 

 と す る 。 

４  財 政 上 特 に 必 要 が あ る と き は 、 歳 入 歳 出 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 基 金 の 運 用 を 妨 

 げ な い 限 度 に お い て 、 基 金 の 一 部 を 処 分 す る こ と が で き る 。 

５  前 項 の 規 定 に よ る 処 分 が 行 わ れ た と き の 基 金 の 額 は 、 処 分 額 相 当 額 が 減 少 す る も の と 

 す る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

平成23年12月27日 三　重　県　公　報 号　　外
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 三 重 県 県 税 条 例 及 び 三 重 県 産 業 廃 棄 物 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ

こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 五 号 

三 重 県 県 税 条 例 及 び 三 重 県 産 業 廃 棄 物 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

  

（ 三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 三 重 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 三 重 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。 

第 三 十 三 条 第 十 項 か ら 第 十 二 項 ま で の 規 定 中 「 第 五 十 三 条 第 三 十 五 項 」 を 「 第 五 十 三

条 第 三 十 四 項 」 に 改 め る 。 

第 四 十 八 条 の 二 第 三 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 八 か ら 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 ま で

及 び 第 七 十 二 条 の 十 二 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 二 か ら 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 四

ま で 及 び 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 六 」 に 改 め る 。 

第 四 十 八 条 の 三 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 八 第 一 項 た だ し 書 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十

九 の 十 二 第 一 項 た だ し 書 」 に 改 め る 。 

第 四 十 八 条 の 四 第 二 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 八 第 一 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九

の 十 二 第 一 項 」 に 改 め る 。 

第 五 十 条 第 一 項 中 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 八 第 一 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 二

第 一 項 」 に 、 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 第 一 項 」 を 「 第 七 十 二 条 の 四 十 九 の 十 四 第 一 項 」

に 改 め る 。 

第 七 十 八 条 中 「 千 五 百 四 円 」 を 「 八 百 六 十 円 」 に 改 め る 。 

附 則 第 七 条 を 次 の よ う に 改 め る 。 

第 七 条 削 除 

附 則 第 十 二 条 の 六 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。 

（ 個 人 の 県 民 税 の 税 率 の 特 例 ） 

第 十 二 条 の 六 の 二 平 成 二 十 六 年 度 か ら 平 成 三 十 五 年 度 ま で の 各 年 度 分 の 個 人 の 県 民 税

に 限 り 、 均 等 割 の 税 率 は 、 第 二 十 六 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 に 規 定 す る 額 に 五 百

円 を 加 算 し た 額 と す る 。 

附 則 第 十 二 条 の 七 中 「 第 十 七 条 の 五 第 二 項 」 を 「 第 十 七 条 の 五 第 四 項 」 に 改 め る 。 

附 則 第 十 七 条 の 三 中 「 七 百 十 六 円 」 を 「 四 百 十 一 円 」 に 改 め る 。 

附 則 第 二 十 六 条 第 五 項 を 同 条 第 七 項 と し 、 同 条 第 四 項 中 「 所 在 し た 」 を 「 所 在 し て い

た 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

６ 警 戒 区 域 設 定 指 示 が 行 わ れ た 日 に お い て 当 該 警 戒 区 域 設 定 指 示 に 係 る 警 戒 区 域 設 定

指 示 区 域 内 に 所 在 し て い た 農 用 地 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 対 象 区 域 内 農 用 地 」 と い う 。 ）

の 同 日 に お け る 所 有 者 （ 農 業 を 営 む 者 に 限 る 。 ） そ の 他 の 令 で 定 め る 者 が 、 当 該 対 象

区 域 内 農 用 地 に 代 わ る も の と 知 事 が 認 め る 農 用 地 の 取 得 を し た 場 合 に お け る 当 該 農 用

地 の 取 得 に 対 し て 課 す る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 当 該 取 得 が 同 日

か ら 当 該 警 戒 区 域 設 定 指 示 が 解 除 さ れ た 日 か ら 起 算 し て 三 月 を 経 過 す る 日 ま で の 間 に
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行 わ れ た と き に 限 り 、 価 格 に 当 該 農 用 地 の 面 積 に 対 す る 当 該 対 象 区 域 内 農 用 地 の 面 積

の 割 合 （ 当 該 割 合 が 一 を 超 え る 場 合 は 、 一 ） を 乗 じ て 得 た 額 を 価 格 か ら 控 除 す る も の

と す る 。 
附 則 第 二 十 六 条 第 三 項 中 「 法 附 則 第 五 十 一 条 第 三 項 」 を 「 法 附 則 第 五 十 一 条 第 四 項 」

に 、 「 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 」 を 「 以 下 同 じ 」 に 、 「 所 在 し た 」 を 「 所 在 し

て い た 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

３ 東 日 本 大 震 災 に よ り 耕 作 又 は 養 畜 の 用 に 供 す る こ と が 困 難 と な つ た 農 用 地 （ 農 業 経

営 基 盤 強 化 促 進 法 （ 昭 和 五 十 五 年 法 律 第 六 十 五 号 ） 第 四 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 農

用 地 を い う 。 以 下 こ の 項 及 び 第 六 項 に お い て 同 じ 。 ） で あ る と 農 業 委 員 会 （ 農 業 委 員

会 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 八 十 八 号 ） 第 三 条 第 一 項 た だ し 書 又 は 第 五 項

の 規 定 に よ り 農 業 委 員 会 を 置 か な い 市 町 村 に あ つ て は 、 市 町 村 長 ） が 認 め る も の （ 以

下 こ の 項 に お い て 「 被 災 農 用 地 」 と い う 。 ） の 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に お け る 所 有 

者 （ 農 業 を 営 む 者 に 限 る 。 ） そ の 他 の 令 で 定 め る 者 が 、 当 該 被 災 農 用 地 に 代 わ る も の

と 知 事 が 認 め る 農 用 地 の 取 得 を し た 場 合 に お け る 当 該 農 用 地 の 取 得 に 対 し て 課 す る 不

動 産 取 得 税 の 課 税 標 準 の 算 定 に つ い て は 、 当 該 取 得 が 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で

に 行 わ れ た と き に 限 り 、 価 格 に 当 該 農 用 地 の 面 積 に 対 す る 当 該 被 災 農 用 地 の 面 積 の 割

合 （ 当 該 割 合 が 一 を 超 え る 場 合 は 、 一 ） を 乗 じ て 得 た 額 を 価 格 か ら 控 除 す る も の と す

る 。 

（ 三 重 県 産 業 廃 棄 物 税 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 三 重 県 産 業 廃 棄 物 税 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 

第 十 六 条 第 一 項 中 「 検 査 す る 」 を 「 検 査 し 、 若 し く は 当 該 物 件 （ そ の 写 し を 含 む 。 ）

の 提 示 若 し く は 提 出 を 求 め る 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 を 同 条 第 五 項 と し 、 同 条 第 三 項 の 次

に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

４ 徴 税 吏 員 は 、 地 方 税 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 二 百 四 十 五 号 ） で 定 め る と こ ろ

に よ り 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 を 受 け た 物 件 を 留 め 置 く こ と が で き る 。 

第 十 六 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

６ 第 一 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ る 徴 税 吏 員 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も

の と 解 釈 し て は な ら な い 。 

附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に

定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 

一 第 一 条 中 第 四 十 八 条 の 二 第 三 項 、 第 四 十 八 条 の 三 、 第 四 十 八 条 の 四 第 二 項 、 第 五 十

条 第 一 項 及 び 附 則 第 七 条 の 改 正 規 定 並 び に 第 二 条 の 規 定 平 成 二 十 五 年 一 月 一 日 

二 第 一 条 中 第 七 十 八 条 及 び 附 則 第 十 七 条 の 三 の 改 正 規 定 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 

（ 県 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２ 平 成 二 十 四 年 十 二 月 三 十 一 日 以 前 に 支 払 う べ き 退 職 手 当 等 （ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正

前 の 三 重 県 県 税 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 十 条 の 二 に 規 定 す る 退 職 手 当 等 を

い う 。 ） に 係 る 旧 条 例 附 則 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 分 離 課 税 に 係 る 所 得 割 に つ い て は 、
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な お 従 前 の 例 に よ る 。 
３ 別 段 の 定 め が あ る も の を 除 き 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 県 税 条 例 （ 以 下 「

新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 中 法 人 の 県 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 日 以    

後 に 開 始 す る 事 業 年 度 分 の 法 人 の 県 民 税 及 び 同 日 以 後 に 開 始 す る 連 結 事 業 年 度 分 の 法 人

の 県 民 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 分 の 法 人 の 県 民 税 及 び 同 日 前 に 開

始 し た 連 結 事 業 年 度 分 の 法 人 の 県 民 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

４ 新 条 例 附 則 第 十 二 条 の 七 の 規 定 は 、 平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 日 か ら 適 用 す る 。 

（ 不 動 産 取 得 税 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

５ 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 三 項 の 規 定 は 、 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 以 後 に 取 得 さ れ た 同 

項 に 規 定 す る 被 災 農 用 地 に 代 わ る も の と 知 事 が 認 め る 農 用 地 の 取 得 に 対 し て 課 す べ き 不

動 産 取 得 税 に つ い て 適 用 す る 。 

６ 平 成 二 十 三 年 四 月 二 十 一 日 に お け る 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 四 項 に 規 定 す る 警 戒 区 域

設 定 指 示 区 域 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 警 戒 区 域 設 定 指 示 区 域 」 と い う 。 ） で あ っ て 同 年

三 月 十 二 日 に お い て 法 附 則 第 五 十 五 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 指 示 （ 避 難 の た め の 立

退 き に 係 る も の に 限 る 。 ） の 対 象 区 域 で あ っ た 区 域 は 、 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 六 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 年 三 月 十 一 日 か ら 警 戒 区 域 設 定 指 示 区 域 で あ っ た も の と み な

す 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 項 中 「 警 戒 区 域 設 定 指 示 が 行 わ れ た 日 に お い て 当 該 警 戒 区 域

設 定 指 示 に 係 る 」 と あ る の は 「 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に お い て 」 と 、 「 同 日 か ら 当 該 」

と あ る の は 「 同 日 か ら 当 該 警 戒 区 域 設 定 指 示 区 域 に 係 る 」 と す る 。 

（ 県 た ば こ 税 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

７ 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 前 に 課 し た 、 又 は 課 す べ き で あ っ た 県 た ば こ 税 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。 

（ 三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

８ 三 重 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 三 重 県 条 例 第 三 十 八 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

附 則 第 二 項 中 「 （ 次 項 に お い て 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 」 を 削 る 。 

附 則 第 三 項 中 「 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 三 項 に 」 を 「 三 重 県 県 税 条 例 附 則 第 二 十 六 条

第 四 項 に 」 に 、 「 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 三 項 及 び 第 四 項 」 を 「 同 条 例 附 則 第 二 十 六 条

第 四 項 及 び 第 五 項 」 に 、 「 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 三 項 中 」 を 「 同 条 例 附 則 第 二 十 六 条

第 四 項 中 」 に 、 「 法 附 則 第 五 十 一 条 第 三 項 」 を 「 法 附 則 第 五 十 一 条 第 四 項 」 に 、 「 以 下

こ の 項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 」 を 「 以 下 同 じ 」 に 、 「 新 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 四 項 中 」

を 「 同 条 例 附 則 第 二 十 六 条 第 五 項 中 」 に 改 め る 。 
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 三 重 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布

し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 五 十 六 号 

三 重 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。 
 附 則 を 附 則 第 一 項 と し 、 同 項 に 見 出 し と し て 「 （ 施 行 期 日 ） 」 を 付 し 、 附 則 に 次 の 見 出

し 及 び 二 項 を 加 え る 。 

（ 処 分 の 特 例 ） 

２ 基 金 は 、 平 成 二 十 四 年 度 に 限 り 、 第 七 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 法 附 則 第 十 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 処 分 す る こ と が で き る 。 

３ 前 項 の 場 合 に お い て 、 そ の 処 分 し た 額 に 相 当 す る 金 額 の 取 扱 い に つ い て は 、 法 附 則 第

十 条 第 二 項 、 第 三 項 及 び 第 五 項 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 
   附 則 
 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 医 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ

に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 七 号 

三 重 県 医 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 医 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 三 重 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。 

第 二 条 第 一 項 中 「 へ き 地 医 療 機 関 等 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 へ き 地 医 療 機 関 等 」 と い う 。 ） 」

を 、 「 救 急 病 院 」 と い う 。 ） 」 の 下 に 「 若 し く は 規 則 で 定 め る 救 急 医 療 機 関 等 （ 以 下 「 救

急 医 療 機 関 等 」 と い う 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 第 三 号 中 「 従 事 者 」 の 下 に 「 又 は 救 急 医

療 機 関 等 従 事 者 」 を 加 え 、 同 条 第 三 項 第 二 号 中 「 従 事 者 」 の 下 に 「 又 は 救 急 医 療 機 関 等 従

事 者 」 を 、 「 た め 救 急 病 院 」 の 下 に 「 又 は 救 急 医 療 機 関 等 」 を 加 え る 。 

   附 則 

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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 三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を

こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 八 号 

三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
 三 重 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 の 登 録 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 年 三 重 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 五 条 第 五 号 中 「 前 各 号 」 の 下 に 「 又 は 次 号 」 を 加 え る 。 

   附 則 
 こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  
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 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 五 十 九 号 

公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

（ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 一 条 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 七 条 第 五 項 中 「 （ 職 員 が 引 き 続 い て 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 と な つ た 場 合 に お い て 、

当 該 地 方 公 共 団 体 の 退 職 手 当 に 関 す る 規 定 に お い て 、 そ の 者 の 職 員 と し て の 勤 続 期 間 を

当 該 地 方 公 共 団 体 の 公 務 員 と し て の 勤 続 期 間 に 通 算 す る こ と と 定 め て い な い 地 方 公 共 団

体 の 公 務 員 を 除 く 。 ） 」 を 削 る 。 

（ 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ） 

第 二 条 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 八 年 三 重

県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

附 則 別 表 中 「 以 後 」 を 「 か ら 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 に 改 め 、 同 表 に 次 の よ

う に 加 え る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

附 則 

  こ の 条 例 中 第 一 条 の 規 定 は 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 、 第 二 条 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 施

行 す る 。 

平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 以 後 

平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 三 十 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 八 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 五 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 三 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 一 日 ま で 

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で 
年 四 ・ 一 パ ー セ ン ト 

年 四 ・ 〇 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 六 パ ー セ ン ト 

年 三 ・ 四 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 六 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 二 パ ー セ ン ト 

年 二 ・ 〇 パ ー セ ン ト 

年 一 ・ 九 パ ー セ ン ト 

年 一 ・ 八 パ ー セ ン ト 
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 三 重 県 立 特 別 支 援 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 六 十 号 

三 重 県 立 特 別 支 援 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 立 特 別 支 援 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。 

第 二 条 第 一 項 の 表 に 次 の よ う に 加 え る 。 

 

 

 

 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公

布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
 （ 経 過 措 置 ） 

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 に お い て 、 三 重 県 立 特 別 支 援 学 校 西 日 野 に じ 学 園 に 在 学 し

て い る 者 で 桑 名 市 、 桑 名 郡 木 曽 岬 町 、 い な べ 市 又 は 員 弁 郡 東 員 町 の 区 域 内 に 住 所 を 有 す

る も の は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 に 三 重 県 立 く わ な 特 別 支 援 学 校 に 在 学 し て い る も の と す

る 。 
 （ 準 備 行 為 ） 

３ こ の 条 例 に 基 づ き 設 置 さ れ る 学 校 へ の 入 学 に 係 る 必 要 な 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条

例 の 施 行 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。 

 小 学 部 、 中 学 部

及 び 高 等 部 

 

 

三 重 県 立 く わ な 特 別 支 援 学 校  桑 名 市 
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 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 を こ こ に 公 布 し ま す 。  
  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 
                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 

企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 
 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 四 条 の 三 第 一 号 中 「 第 三 号 」 を 「 次 号 」 に 改 め 、 同 条 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二

号 と す る 。 
   附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 前 か ら 引 き 続 き こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 

の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 第 四 条 の 三 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 職 員 （ 同 号 の 規 定 に よ

り 同 年 三 月 に 係 る 住 居 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 （ 当 該 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る も の と し て 管 理 者 が 定 め る 職 員 を 含 む 。 ） に 限 る 。 ） に つ い て は 、 同 条 の 規 定 は 、

同 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 
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 三 重 県 病 院 事 業 庁 助 産 師 及 び 看 護 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 

三 重 県 病 院 事 業 庁 助 産 師 及 び 看 護 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 

 

三 重 県 病 院 事 業 庁 助 産 師 及 び 看 護 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県

条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 一 条 中 「 県 立 病 院 」 を 「 三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 。

以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 院 （ 三 重 県 立 志 摩 病 院 を 除 く 。 以

下 「 県 立 病 院 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。 

第 二 条 第 一 項 中 「 管 理 者 」 を 「 条 例 第 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 管 理 者 （ 以 下 「 管 理 者 」

と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 及 び 第 二 号 中 「 県 立 病 院 」 を 「 三 重 県 病 院 事 業 庁 」 に

改 め 、 「 引 き 続 き 」 の 下 に 「 県 立 病 院 に お い て 」 を 加 え 、 同 項 第 六 号 を 同 項 第 七 号 と し 、

同 項 第 五 号 中 「 県 立 病 院 」 を 「 三 重 県 病 院 事 業 庁 」 に 改 め 、 「 引 き 続 き 」 の 下 に 「 県 立 病

院 に お い て 」 を 加 え 、 同 号 を 同 項 第 六 号 と し 、 同 項 第 四 号 中 「 第 二 十 一 条 第 二 号 」 を 「 第

二 十 一 条 第 三 号 」 に 、 「 県 立 病 院 」 を 「 三 重 県 病 院 事 業 庁 」 に 改 め 、 「 引 き 続 き 」 の 下 に

「 県 立 病 院 に お い て 」 を 加 え 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、 同 項 第 三 号 中 「 第 二 十 一 条 第 一 号 」

を 「 第 二 十 一 条 第 二 号 」 に 改 め 、 「 学 校 」 の 下 に 「 （ 高 等 学 校 及 び 当 該 高 等 学 校 の 専 攻 科

を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 県 立 病 院 」 を 「 三 重 県 病 院 事 業 庁 」 に 改 め 、 「 引 き 続 き 」 の 下 に

「 県 立 病 院 に お い て 」 を 加 え 、 同 号 を 同 項 第 四 号 と し 、 同 項 第 二 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え

る 。 

三 法 第 二 十 一 条 第 一 号 に 規 定 す る 大 学 を 卒 業 し た 日 か ら 一 年 を 経 過 す る 日 ま で に 看 護

師 の 免 許 を 受 け 、 直 ち に 三 重 県 病 院 事 業 庁 に 採 用 さ れ 、 引 き 続 き 県 立 病 院 に お い て 必

要 勤 務 期 間 在 職 し た と き 。 

第 二 条 第 二 項 中 「 第 五 号 」 を 「 第 六 号 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 県 立 病 院 に 採 用 さ れ た 」

を 「 三 重 県 病 院 事 業 庁 に 採 用 さ れ た 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 第 五 号 」 を 「 第 六 号 」 に 改

め る 。 

第 三 条 中 「 死 亡 し 、 又 は 心 身 の 故 障 の た め 」 を 「 死 亡 、 疾 病 、 災 害 そ の 他 や む を 得 な い

事 由 に よ り 」 に 改 め る 。 

附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 の 改 正 規 定 及 び 次

項 か ら 附 則 第 五 項 ま で の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
 （ 返 還 の 一 部 免 除 ） 

２ 三 重 県 病 院 事 業 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 号 ） 第 四 条 第 一 項 に 規 定 す

る 管 理 者 （ 次 項 及 び 附 則 第 五 項 に お い て 「 管 理 者 」 と い う 。 ） は 、 平 成 二 十 四 年 三

月 三 十 一 日 に お い て 現 に 三 重 県 病 院 事 業 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 病 院 （ 次 項 に
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お い て 「 県 立 病 院 」 と い う 。 ） 、 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 条 例

（ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン セ ン タ ー （ 次 項 及 び 附 則 第 四 項 に お い て 「 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン セ ン タ ー 」 と い う 。 ） 又 は 三 重 県 立 小 児 心 療 セ ン タ ー あ す な ろ 学 園 条 例 （ 昭

和 六 十 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る 三 重 県 立 小 児 心 療 セ ン タ ー あ す な ろ

学 園 （ 次 項 及 び 附 則 第 四 項 に お い て 「 三 重 県 立 小 児 心 療 セ ン タ ー あ す な ろ 学 園 」 と

い う 。 ） に 在 職 し て い る 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 け た 者 （ 附 則 第 五 項 に お い て 「 修 学 生 」

と い う 。 ） の 修 学 資 金 に つ い て 、 同 日 に お け る 当 該 修 学 生 の こ の 条 例 に よ る 改 正 前

の 三 重 県 病 院 事 業 庁 助 産 師 及 び 看 護 師 修 学 資 金 返 還 免 除 に 関 す る 条 例 （ 次 項 に お い

て 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 在 職 期 間 （ 以 下 「 在 職 期 間 」 と

い う 。 ） に 応 じ 、 返 還 の 一 部 を 免 除 す る も の と す る 。 

３ 前 項 の 規 定 に よ り 管 理 者 が 修 学 資 金 の 返 還 の 一 部 を 免 除 す る 額 は 、 県 立 病 院 、 三 重 県

立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 又 は 三 重 県 立 小 児 心 療 セ ン タ ー あ す な ろ 学

園 に お け る 在 職 期 間 （ 一 月 に 満 た な い 期 間 が あ る と き は 、 そ の 期 間 を 一 月 と 算 定 し た 期

間 ） を 旧 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 必 要 勤 務 期 間 （ 次 項 に お い て 「 必 要 勤 務 期 間 」 と

い う 。 ） で 除 し て 得 た 数 値 を 、 修 学 資 金 の 貸 与 額 に 乗 じ て 得 た 額 と す る 。 

４ 附 則 第 二 項 の 規 定 に よ り 修 学 資 金 か ら 返 還 の 一 部 を 免 除 さ れ た 額 を 除 い た 額 に つ い て

は 、 三 重 県 立 こ こ ろ の 医 療 セ ン タ ー 、 三 重 県 立 一 志 病 院 、 三 重 県 立 草 の 実 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン セ ン タ ー 若 し く は 三 重 県 立 小 児 心 療 セ ン タ ー あ す な ろ 学 園 （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 県 立 病 院 等 」 と い う 。 ） 又 は 県 立 病 院 等 を 除 い た 県 の 機 関 に お い て 、 必 要 勤

務 期 間 か ら 在 職 期 間 を 減 じ た 期 間 在 職 し た と き に 免 除 す る も の と す る 。 

５ 前 三 項 の 規 定 に よ る 在 職 期 間 を 計 算 す る 場 合 に お い て は 、 修 学 生 が 管 理 者 が 定 め る や

む を 得 な い 事 由 に よ り 業 務 に 従 事 す る こ と が で き な か っ た 期 間 は 、 算 入 し な い も の と す

る 。 
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 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 三 年 十 二 月 二 十 七 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 三 号 

病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 七 条 第 一 号 中 「 第 三 号 」 を 「 次 号 」 に 改 め 、 同 条 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と

す る 。 
  附 則 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

２ 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 前 か ら 引 き 続 き こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の

給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に 該 当 す る 職 員 （ 同 号 の 規 定 に よ

り 同 年 三 月 に 係 る 住 居 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 （ 当 該 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら

れ る も の と し て 管 理 者 が 定 め る 職 員 を 含 む 。 ） に 限 る 。 ） に つ い て は 、 同 条 の 規 定 は 、

同 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 
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